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ホストタウン首長会議 自治体からの発表 
 

１ 「ホストタウン」登録又は「復興ありがとうホストタウン」決定・登録に至るまでの経緯 
■復興「ありがとう」ホストタウン登録に至るまでの経緯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 交流背景：チュニジア留学生(当時、東北大学在学)が旧桃生町長宅へホームステイ 

     ※宮城県国際化協会主催事業による(平成 4年) 

(2) 東日本大震災時の支援：炊き出し、物資支援、チャリティーコンサート等による寄付金など 

(3) 復興「ありがとう」ホストタウン登録(本年 4月 3日、相手国：チュニジア共和国) 

 

 ※平成４年以来、交流が継続。 

■チュニジア共和国からの支援 
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２ 交流計画の概要 
  別紙資料のとおり 

石巻市 

１９９２.９ 
チュニジア人留学生との交流 

桃生中学校生

徒とサラ・ハ

ンナシ在日チ

ュニジア共和

国大使との交

流(1999.9月) 

親善訪問団が、ザグアン

市・シャウアシーア小学

校を訪問(2000.2月) 

２０１１.３.１１ 
「東日本大震災」発生 

ファラード・クリフ在日チュニジ

ア共和国特命全権大使とお茶文化

を通じた交流(2014.10月) 
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ヌルディーン・

ハシェッド在日

チュニジア共和

国大使が、1月

5日、石巻市賀

詞交換会出席

(2010.1月) 

第 57回チュニジア共和国独立記念日祝賀会を石巻市で開催。 
エリエス・カスリ在日チュニジア共和国大使出席。 
独立記念を祝し、チュニジア料理を振舞う。 

※東京都以外の場所では初開催 (平成 25年 3月 20日) 

モハメッド・トラベルシ在日臨時代理大使等に

よる、チュニジア料理炊き出し、物資支援  

会場：旧石巻駅前にぎわい交流広場 

アサイエズ・マヘル氏が家

族とともに来石(2014.8月) 
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３ これまでの取組，今後行おうとしている取組 

■復興「ありがとう」ホストタウンに係るこれまでの取組 ※本年 4月 3日の登録公表後の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

■今後の取組  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※その他、チュニジア共和国の関係者等と協議しながら、交流事業を実施予定 

４ 今後の取組への課題，国等への要望   
 
 

 

←  青年スポーツ省 

市職員によるチュニジア共和国訪問 

(現地滞在期間 H30.5.22～25) 

オリンピック委員会 → 

市内小学校で「ホストタウン」、「チュニジア共

和国との交流史」についての授業(H30.6.22) 

 

← 市職員による授業 

← パラリンピック委員会 

熱心に授業を受ける児童生徒 → 

← グループワーク 

同国を訪問した際に、剣道団体との交流。 

本年 9月 17日～20日の期間に来石予定。 

来石時交流内容：地元剣道団体との交流稽古、 

居合演武、日本刀を見学 

チュニジア共和国剣道団体との交流事業 
← 現地での練習風景 

同国を訪問した際に、日本文化・サブカルチャーイベント

を主催する青年団体(JET)から、本年 11月にチュニジア共

和国で主催する日本文化紹介イベントの展示品提供依頼。 

※石巻高校書道部の生徒による「書」、及び石ノ森萬画館によるマン

ガポスターの提供  

チュニジア共和国青年イベント団体との交流事業 

← マンガのポスター 

石巻高校書道部の生徒
による書 → 

【課題】             【要望】 
○通訳・翻訳業務の人員を確保   ○財政支援制度の範囲の拡大（特別交付税の対象経費の範囲を拡大） 


